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図1. 表彰式． 

高知県知事より表彰される吉村氏． 

Newsletter from the Japanese Society for Lichenology 
 

目 次 

招待記事……………………………………………………………………………………………715 

吉村庸博士，令和6年度高知県文化賞を受賞／片桐 知之………………… 715 

会務報告……………………………………………………………………………………………716 

自然史学会連合報告（2024年度）／坂田 歩美……………………………… 716 

お知らせ……………………………………………………………………………………………717 

ニュースレター編集委員会からのお知らせ／坂東 誠……………………… 717 

 

 

招待記事  Invited Article 
 

 

吉村庸博士，令和 6年度高知県文化賞を受賞 
Dr. Isao Yoshimura Honored by Receiving the Kochi Prefecture Culture Award 2024 / by KATAGIRI 

Tomoyuki 

>>>>>>> 片桐 知之：高知大学，服部植物研究所 

 

高知県吾川郡いの町在住で公益財団法人服部植物研

究所高知分室長を務める吉村庸博士がこの度「令和 6

年度高知県文化賞」を受賞された．表彰式は 2024 年

11 月３日に高知会館（高知市）で開催され（図 1），

表彰式後には同会館にて記念祝賀会が開かれた（図2）．

表彰式前日の 11 月 2 日の高知新聞では「地衣類研究

引っ張る」との見出しで大きく報じられ，この記事を

見た地元の方が表彰式にも訪ねてくるなど地元を大切

にしながら世界的な研究を展開されたことが伺える場

面もあった． 

事績概要によると吉村博士の功績は以下の通りであ

る．“氏は，地衣学の研究において２００報以上の論

文を発表するなど，長年にわたり日本の地衣学研究を

リードし，特にカブトゴケ科の研究と化学分類の分野
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図2. 祝賀会にて． 

吉村夫妻と南壽理事長（中央）． 

においては，世界の地衣学の発展に貢献した．こうし

たことから，昭和４６年に宮崎県文化賞，平成２０年

には国際地衣学会アカリウス賞を受賞．また，令和 6

年にはこれまでの研究の集大成である「地衣分類形質

としての二次代謝産物の簡易同定と日本産地衣類の化

学分類」を出版するなど，これまで 3 冊の著書を執筆

し，普及啓発にも尽力した．さらに，卓越した学識を

持って地域の教育及び教育行政の発展にも尽力し，本

県の文化向上に大きく寄与したとして平成１６年に文

部科学大臣賞（教育功労）を受賞．以上のことから，

氏の活動は学術の発展に寄与しており，長年にわたる

活動の功績は大きい．” 

吉村博士は服部植物研究所高知分室長として長年研

究を続けておられるが，令和 6 年５月に研究所から出

版された上記の著書がこの受賞の契機となったことは

研究所の非常勤研究員を務める私としても大変喜ばし

いことであった．表彰式には，吉村博士と令夫人，研

究所理事長である南壽敏郎氏が御出席され，私も参加

させていただいた．記念祝賀会では高知県知事の濵田

省司氏を交えての楽しいひと時を過ごした．「研究は

楽しい．これからも研究を続けたい．」と話される 91

歳の先生は，高知を拠点に研究する私たちの希望であ

る． 

 

会務報告  Reports of the JSL Activities 
 

 

自然史学会連合報告（2024年度） 
Report from the Union of Japanese Societies for Natural History (2024) / by SAKATA Ayumi 

>>>>>>> 坂田 歩美：学術交流委員（自然史学会連合担当） 

 

自然史学会連合の 2024年度総会と情報交換会がオ

ンラインにて6月29日に開催されたので，報告する． 

 

１．総会の報告事項 

次のことについて，報告があった． 

(1) 加盟団体の現状 

(2) 運営委員会の開催 

(3) 講演会の開催 

(4) 博物館部会の開催 

(5) 連合ホームページの運営：ホームページの更新

を行った． 

(6) その他  

・中高生海洋生物学シンポジウム「海を探る，海

と調べる，キャリアと研究 VII」の後援につい

て 

・生物科学連合へのオブザーバー参加について 

・生物科学連合とりまとめの「科学研究費助成事

業の全体額増加に関する要望書」について 

２．総会の審議事項  

次のことについて，審議された． 
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(1) 2023 年度決算報告 

(2) 2023 年度会計監査報告 

(3) 2024 年度の会計監査について 

(4) 2024 年度事業案・予算案 

 ・運営体制，会計監査，総会 

 ・講演会の開催 

 ・博物館部会 

 ・運営委員会の開催 

 ・連合ホームページの運営 

 ・2024 年度予算案 

(5) 代表選挙に関わる規約の改正 

(6) 連合顧問について 

(7) その他 

３．情報交換会について 

「国立自然史博物館構想の進捗状況」について，

岸本健雄氏・村上哲明氏（国立沖縄自然史博物館設

立準備委員会）と桑江隆氏（沖縄県環境部・参事）

から情報提供があった． 

日本学術会議の「マスタープラン 2020｣におい

て，重点大型研究計画の一つとして採択された｢国

立沖縄自然史博物館の設立－東・東南アジアの自然

の解明とビッグデータ自然史科学の実現による人

類の持続可能性への貢献－｣（計画番号 3）などに

関することや最新情報の紹介もあった． 

 

お知らせ  News and Announcements 
 

 

ニュースレター編集委員会からのお知らせ 
From Editorial Board of the JSL Newsletter / by BANDO Makoto 

>>>>>>> 坂東 誠：ニュースレター編集委員長 

 

招待記事についてのお知らせ 

招待記事とは，日本地衣学会会員からの依頼に基づ

き非会員が著した，日本地衣学会や地衣類に関する報

告や話題などであって，日本地衣学会会長がニュース

レター掲載に同意した記事のことです． 

 日本地衣学会ニュースレターの記事は会員が著す

のが原則であることから，招待記事は特別な措置で設

けた種類（区分）の記事となります．このことを踏ま

えて，日本地衣学会非会員の方にニュースレターへの

投稿を依頼する会員の方は，その旨を予めニュースレ

ター編集委員会にご相談いただけますよう，お願いい

たします． 

―――――――― 

新ニュースレター編集委員のお知らせ 

この度，上田菜央（京都大学大学院）氏がニュース

レター編集委員に加わりました．今号より，坂東誠（大

阪府池田市），河崎衣美（奈良県立橿原考古学研究所），

田中慶太（西海市立西海中学校），上田菜央（京都大

学大学院）の新体制で編集にあたります．皆様，どう

ぞよろしくお願いいたします． 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
◆原稿募集 
本誌は，会員からの原稿を随時募集しています．地衣類に

まつわるエピソード，想い出，あるいは地衣類に関係する

写真とタイトル，簡単な説明文だけでも受け付けます．電

子メールにて次のアドレス宛に投稿御願いします： 

bandomakoto@aa6.mopera.ne.jp （坂東 誠） 
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